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「自然と社会と人間の調和」をめざし、環境教育や学生支援、ボランティア活動など、
皆様とともにさまざまな社会貢献活動を推進しています。

よりよい社会づくり

社
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白壁蔵で地場産業学習イベントを受け入れ

　神戸市東灘区が主催する小中学生対象の地場産業学

習イベント「ジュニアさけスクール」を2004年以降、白壁蔵

で受け入れています。

　2011年は7月27日に､保護者も含めて約20名の参加の

もと開催されました。参加者は最初に灘の酒造りの歴史

や酒造りの工程の説明を受けてから工場の生産設備を見

学し、洗米作業や麹菌の顕微鏡観察などを体験しました。

「宝酒造 田んぼの学校」、
企業フィランソロピー大賞特別賞を受賞

　宝酒造が主催する環境教育活動「宝酒造 田んぼの学

校」（P25-26参照）が、第9回企業フィランソロピー大賞特

別賞を受賞しました。

　企業フィランソロピー大賞は、公益社団法人日本フィラ

ンソロピー協会が「企業の本業を活かした社会貢献活動

を顕彰する」ものとして2003年に創設した賞で、選考委員

による書類選考およびヒアリング選考（現地訪問）を経て

決定されます。

　今回の受賞理由は「酒造会社がその最も重要な原料で

あるお米に着目し、お米が産出される田んぼに社会貢献

の場を発見したことに共感を寄せるとともに高く評価でき

る」というものでした。

3R推進全国大会に出展

　2011年10月に京都市勧業館みやこめっせで開催され

た「第6回3R推進全国大会 in Kyoto」に出展しました。

　3R推進全国大会は、市民が気軽に参加できる多彩な催

しを通じ、3R行動の大切さを身近に感じ、環境保全活動を

進めるきっかけを

提供する目的で開

催されているもの

です。

　宝酒造では、当

社の空容器の問題

への取り組みを中

心とした紹介を行

いました。

インターンシップの実施

“ものづくり”を学ぶ職場体験の場を提供
　職場体験を通じて企業活動や組織について理解を深

め、自分の適性や能力に見合った職業を選択する意識を

醸成してもらうことを目的に、大学生と大学院生を対象と

したインターンシップを1998年から実施しています。2011

年度は8名を受け入れ、学生の皆様に「商品企画のプロセ

スから“ものづくり”の考え方を学ぶ」をテーマに、商品コン

セプトの設計や市場データの調査、試作品の制作などを

体験していただきました。
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「ジュニアさけスクール」の様子

宝酒造展示ブースの様子
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各地のボランティア活動

　社会貢献活動の一環として、各地のボランティア活動に

積極的に参加しています。

講演会や授業への協力

　講演会等については、要請があれば積極的に協力して

います。2011年度も、当社が実施している環境教育の事例

紹介など、ご要望いただいた内容に合わせた授業や発表

に取り組みました。

囲碁大会
「宝酒造杯クラス別チャンピオン戦」開催

　日本の伝統・文化を大切に伝承する宝酒造は､囲碁とお

酒が楽しめる囲碁大会「宝酒造杯クラス別チャンピオン

戦」を公益財団法人日本棋院と共同で開催しています。

　「宝酒造杯」は成人ならだれでも参加できるアマチュア

向け唯一の全国規模の囲碁大会で、初心者から高段者ま

でクラス別に対局できる他､試飲やクイズラリーなどのイ

ベント､プロ棋士の指導碁、サイン会など､盛りだくさんの

大会です。2011年度は震災の影響で仙台大会を中止した

ため、例年より1大会減少して7か所8回の地区大会となり

ましたが、決勝の全国大会とあわせて昨年より約800人増

の延べ4,279人の方にご参加いただきました。

リサイクル啓発絵本の無償提供、
酒パックリサイクル品の物品協賛

　NPO法人日本環境倶楽部と共同で作成した飲み物容器

のリサイクル啓発絵本「TaKaRaリサイクルロード」を最新

の内容にリニューアルし、全国の小中学校の希望者や、3R

推進全国大会などの環境イベントにおいて無料配布して

います。

　また、「未来フェスタ京都～科学×エコ」や「エコ商店街

キャンペーン」などの地域で行われる市民活動や環境イ

ベントにおいても、上記リサイクルロードの他に酒パック

をリサイクルして作ったジグソーパズルや絵葉書の物品

協賛を行いました。

実施事例

京都市まちの美化　清掃ボランティア

本社周辺清掃活動

地球ピカピカ大作戦
各事業場周辺清掃ボランティア（労働組合主催）

京都府・おいしい食の応援隊　農村振興

津御殿場浜海岸　清掃ボランティア

中央区まちかどクリーンデー　清掃ボランティア

事業場

本社

本社

各事業場

本社

楠工場

首都圏支社

● 各地のボランティア活動

講演会名または学校名

大阪産業大学にて講義　　宝酒造の環境活動紹介

京都CSR研究会　　　　　宝酒造のCSR活動紹介

京都食農体験農場交流会　宝酒造田んぼの学校の紹介

● 講演会や授業への協力

その他の社会貢献活動

　宝酒造では、次のような社会貢献活動も行っています。

支援内容

長野の宝を守ろうキャンペーン（ライチョウ保護）（長野県）

東京都中央区フラワーサポート（東京都）

京都エコポイントモデル事業（京都府）

ボランティア活動支援用ゴミ袋協賛（京都市）

江戸川を守る会（松戸市）

● その他の社会貢献活動

「宝酒造杯」の様子
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カーシェアリングに乗用車を寄付
　タカラ物流システムでは、東日本大震災の被災者が

入居する石巻市流留の仮設住宅で、入居者有志の方

が車を管理し、共同利用するカーシェアリングの取り組

みに乗用車を提供しました。このカーシェアリングと

は、阪神大震災の被災者の方々で作られた「日本カー

シェアリング協会」のプロジェクトで、被災地に車が無

料で貸し出され、ガソリンや維持費もカンパなどで賄

われます。タカラ物流システムでは協会の呼びかけ 寄付した車が利用されている様子

タカラ物流システムグループ会社の取り組み

カラーユニバーサルデザイン
　大平印刷では、色弱の方をはじめ、あらゆる方に見

分けやすい配色「カラーユニバーサルデザイン

（CUD）」を用いた、人にやさしい印刷物「ユニバーサ

ルプリンティング」の普及に取り組んでいます。制作に

あたっては、NPO法人「カラーユニバーサルデザイン

機構」の検証を受けています。

　色弱の方は、日本人男性の20人に1人、女性の500人

に1人、国内に延べ320万人、世界では2億人にのぼる

と推定され、まさにCUDへの対応が求められています。

　2011年度には、2009年度から手掛けている阪急電

鉄（株）の時刻表や停車駅案内を部分改訂しました。各

お得意先様の制作物に対して配慮しながら、今後も引

き続きさらなる普及に努めてまいります。

チャリティペーパー
　もう一つの取り組みは、チャリティペーパー「ワクチ

ンペーパー」の普及です。世界の子どもたちにポリオ

などのワクチンを接種することで、その幼い命を感染

症から救うための寄付金を含んだ印刷用紙を日本紙

パルプ商事（株）と共同で開発し、2008年より「世界の

子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」の活動を支援

しています。2011年度は、25,134人分のワクチンを贈

りました。

産学連携プロジェクト
　京都の観光活性化を推進することを目的とし、産学

連携プロジェクトとして、京都芸術デザイン専門学校と

共同で「親子で歩こうKYOTOク

イズラリー」を、自社が運営す

る京都情報サイト「DigiStyle京

都」上に制作・公開し、2011年8

月から約1ヵ月間実施いたしま

した。「歴史探索コース」と「親

子ふれあいコース」を設定し、

多くの親子連れの方にご活用

いただきました。

大平印刷グループ会社の取り組み
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に、被災された方の力になりたい、社会貢献をしたい、

という思いからカーシェアリング用第１号として、乗用

車を寄付しました。利

用者からは「子供の送

迎に使いたい」「乗り

合いなどを通じて交流

が深まれば嬉しい」と

いった声が寄せられま

した。

　また、同様の仕組みで日本赤

十字社への寄付金付用紙「赤十

字ペーパー」や財団法人日本盲

導犬協会への寄付金付用紙「盲

導犬支援ペーパー」の活用も増

えており、これらを通じて各団体

の活動を支援しています。

　この緑字企業報告書も「盲

導犬支援ペーパー」を使用して

います。

盲導犬支援ペーパーの
啓発用チラシ

ながる

デジスタイル

「親子で歩こうKYOTOクイズ
ラリー」の冊子
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